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今般実施された2023共通テスト（本試験）の「出題の特徴」と、

2024共通テストに向けた「対策指導」について

ご提案させていただきます。
スライド1～4 概況／難易度の推移

スライド5～9 共通テストの問題作成方針

スライド10～12 出題の概要

スライド13～64 出題の特徴と対策指導のご提案

スライド66～69 ズバピタ／教材のご紹介

※ 本文中の「昨年の共通テスト」は、２０２２年１月１4日・１5日に行われた大学入学共通テスト（本試験）を指しています。
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出題の特徴と対策指導のご提案

ラーンズWEBサイトでも本記事をご覧いただけます。
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２０２3大学入学共通テスト

概 況

2021
共通テスト

○ 出題形式は、複数の資料や題材、初見の資料、社会や日常生活に関連した題材、学習の過程の場面設定など、
様々な資料・題材が用いられ、多くの科目で問題のページ数が前年のセンター試験よりも増加していました。

○ 出題形式から、センター試験にくらべて難化した印象を受けましたが、「国語＋数学I・A＋数学II・B＋英語」の平
均点合計350.08点（600点満点）となっており、前年のセンター試験より14.13点アップという結果でした。

○ 2021共通テストはボリューム感がある出題でしたが、導入初年度ということから、受験生にとって、取り組みや
すい題材、基礎知識があれば読み取れる資料、判断しやすい選択肢であったと考えられます。

○ なお、共通テストの〝出題のかたち〟は「活用できる知識」や「概念的な知識の理解」を問うたり、思考力・判断力を
発揮して取り組んだりできるようになっており、2022共通テストでは、難化を想定した対策指導が望まれます。

2022
共通テスト

○ 2021共通テストと同様に、様々な資料・題材をもとに、「活用できる知識」や「概念的な知識の理解」を問うたり、「思
考力・判断力・表現力」を発揮して取り組むかたちとなっていました。

○ 資料を読み取る力（与えられた情報と既習の知識を関連づけて考える力、問題を解くのに必要な情報をつかむ力）
や、選択肢の判断において「概念的な知識の理解」や、思考力・判断力を身につけているかどうかが顕著に問わ
れ、解答時間も厳しいものでした。

○ 難易度は、「国語＋数学I・A＋数学II・B＋英語」の平均点合計312.53点（600点満点）となっており、2021共通
テストより37.55点ダウンという結果でした。

○ ２０２３共通テストでは平均得点率（難易度）5割程度を念頭に、早い段階での「活用できる知識」の習得と、受
験直前期での「与えられた情報と知識を関連づける力」「必要な情報を素早くつかむ力」の育成が望まれます。

2023
共通テスト

○ 過去２回の共通テストと同様に、様々な資料・題材をもとに、「活用できる知識」や「概念的な知識の理解」を問うたり、
「思考力・判断力・表現力」を発揮して取り組むかたちとなっており、このような形式が傾向と言えます。

○ 問題分量（ページ数や総単語数）が多く、資料を読み取る力（与えられた情報と既習の知識を関連づけて考える力、
問題を解くのに必要な情報をつかむ力）が必要なことも、傾向と言えます。

○ 中間集計では、「国語＋数学I・A＋数学II・B＋英語」の平均点合計346.22点（600点満点）となっており、昨年の
共通テストより33.69点アップという結果でした。数学の平均点が昨年より大幅アップしており、問題ごとの難易
度の差はみられましたが、解きやすい問題があったことがうかがえます。

○ 昨年同様に、平均得点率（難易度）5割程度を念頭に、早い段階での「活用できる知識」の習得と、受験直前
期での「与えられた情報と知識を関連づける力」「必要な情報を素早くつかむ力」の育成が望まれます。また、
出題形式や内容は共通テストの「問題作成の基本的な考え方」「問題作成方針」に則ったものになっており、い
ま一度、確認しておきたいところです。

令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）.pdf (dnc.ac.jp)

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=31&f=abm00003366.pdf&n=%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%95%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%EF%BC%88%E6%9C%AC%E8%A9%A6%E9%A8%93%EF%BC%89%E5%B9%B3%E5%9D%87%E7%82%B9%E7%AD%89%E4%B8%80%E8%A6%A7%EF%BC%88%E4%B8%AD%E9%96%93%E9%9B%86%E8%A8%88%E3%81%9D%E3%81%AE%EF%BC%92%EF%BC%89.pdf
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２０２3大学入学共通テスト

概 況難易度の推移 － 2015センター試験～2023共通テスト －

2023共通テスト 平均点 配点 平均得点率

生 物 39.74 100 39.7%

化 学 48.56 100 48.6%

生物基礎 24.66 50 49.3%

地 学 49.88 100 49.9%

政治・経済 50.96 100 51.0%

国 語 105.74 200 52.9%

英語(リーディング) 53.82 100 53.8%

数学Ⅰ・数学Ａ 55.65 100 55.7%

物理基礎 28.19 50 56.4%

世界史Ｂ 58.43 100 58.4%

化学基礎 29.42 50 58.8%

倫 理 59.03 100 59.0%

現代社会 59.46 100 59.5%

日本史Ｂ 59.75 100 59.8%

地理Ｂ 60.46 100 60.5%

倫理，政治・経済 60.59 100 60.6%

数学Ⅱ・数学Ｂ 61.48 100 61.5%

英語(リスニング) 62.35 100 62.4%

物 理 63.39 100 63.4%

地学基礎 35.03 50 70.1%

□ 「最難」に備えておく

ここ２年では、平均得点率5０％を切る教科・科

目が一定数あり、難易度が不安定なことと併

せて2024共通テスト対策では40％台もある

程度想定しておきたい。

□基幹３教科の平均得点率

2021（350.1/600＝）58.４％

2022（312.5/600＝）52.1％

2023（339.0/600＝）56.5％

□数学Ⅰ・Ａの難易

昨年は過去最低の平均点だった数学Ⅰ・Ａの

難易は、昨年と比較して易化したが、全体的に

見ると数学Ⅰ・Aは易しくはない。

□ 英語リーディングは難化

□ 理科の科目間の難易差が激しい

（理科②で得点調整が実施された）

□ 生物基礎、化学、生物は２年続けて得点率

が低い（難しい）

□ それに対して地歴公民は比較的易しく安定

2022共通テスト 平均点 配点 平均得点率

数学Ⅰ・数学Ａ 37.96 100 38.0%

数学Ⅱ・数学Ｂ 43.06 100 43.1%

化 学 47.63 100 47.6%

生物基礎 23.9 50 47.8%

生 物 48.81 100 48.8%

地 学 52.72 100 52.7%

日本史Ｂ 52.81 100 52.8%

国 語 110.26 200 55.1%

化学基礎 27.73 50 55.5%

政治・経済 56.77 100 56.8%

地理Ｂ 58.99 100 59.0%

英語(リスニング) 59.45 100 59.5%

物 理 60.72 100 60.7%

物理基礎 30.4 50 60.8%

現代社会 60.84 100 60.8%

英語(リーディング) 61.8 100 61.8%

倫 理 63.29 100 63.3%

世界史Ｂ 65.83 100 65.8%

倫理，政治・経済 69.73 100 69.7%

地学基礎 35.47 50 70.9%

小
さ
い
順
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し
い
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言
わ
れ
る
ラ
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それぞれ次のように算出しています。目安としてご覧ください。

基幹３教科（600点）…国語（200点）の平均点＋数学Ⅰ・Ａ（100点）

の平均点＋数学Ⅱ・Ｂ（100点）の平均点＋英語リーディング（100点）

の平均点＋英語リスニング（100点）の平均点

5-7理系（900点）…英語(200点）の平均点＋国語(200点)の平均

点＋数学Ⅰ・Ａの平均点+Ⅱ・Ｂの平均点(200点）＋地歴公民の平均

点（100点）＋理科②物理・化学・生物(100点)の平均点×2

5-8文系（900点）…英語(200点）の平均点＋国語(200点)の平均

点＋数学Ⅰ・Ａの平均点+Ⅱ・Ｂの平均点(200点）＋地歴公民の平均

点（100点） ×2 ＋理科①(50点)の平均点×2

※ センター試験の英語（筆記）、リスニングはそれぞれ100点満点に

換算した値を用いています。

※ 2023年の数値は、「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平

均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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２０２3大学入学共通テスト

概 況難易度の推移 － 2015センター試験～2023共通テスト －

それぞれ次のように算出しています。目安としてご覧ください。

平均得点率（％）…国語、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂ、英語（リーディング）、英語（リスニング）、地

歴公民（地歴B科目と公民）、理科（基礎4科目と物理、化学、生物）の平均得点率の平均。な

お、受験者数の少ない地歴Ａ科目と地学の平均得点率は除いています。

各教科の平均得点率（％）…「国語」は国語、「数学」は数学Ⅰ・Ａと数学Ⅱ・Ｂの平均得点率、

「英語」は英語リーディングとリスニングの平均得点率、「地歴公民」は地歴B科目と公民４科

目の平均得点率、「理科」は理科基礎４科目と理科専門（物理、化学、生物）の平均得点率。

※ センター試験の英語（筆記）、リスニングはそれぞれ100点満点に換算した値を用いています。

2021共通テスト 平均点 配点 平均得点率 教科平均

国 語 117.51 200 58.8% 58.8

世界史Ｂ 63.49 100 63.5% 63.5 

日本史Ｂ 64.26 100 64.3%

地理Ｂ 60.06 100 60.1%

現代社会 58.4 100 58.4%

倫 理 71.96 100 72.0%

政治・経済 57.03 100 57.0%

倫理，政治・経済 69.26 100 69.3%

数学Ⅰ・数学Ａ 57.68 100 57.7% 58.8

数学Ⅱ・数学Ｂ 59.93 100 59.9%

物理基礎 37.55 50 75.1% 63.2

化学基礎 24.65 50 49.3%

生物基礎 29.17 50 58.3%

地学基礎 33.52 50 67.0%

物 理 62.36 100 62.4%

化 学 57.59 100 57.6%

生 物 72.64 100 72.6%

地 学 46.65 100 46.7%

英語(リーディング) 58.80 100 58.8% 57.5

英語(リスニング) 56.16 100 56.2%

得点率平均 62.0%

2022共通テスト 平均点 配点 平均得点率 教科平均

国 語 110.26 200 55.1% 55.1

世界史Ｂ 65.83 100 65.8% 61.2 

日本史Ｂ 52.81 100 52.8%

地理Ｂ 58.99 100 59.0%

現代社会 60.84 100 60.8%

倫 理 63.29 100 63.3%

政治・経済 56.77 100 56.8%

倫理，政治・経済 69.73 100 69.7%

数学Ⅰ・数学Ａ 37.96 100 38.0% 40.5

数学Ⅱ・数学Ｂ 43.06 100 43.1%

物理基礎 30.4 50 60.8% 56.0

化学基礎 27.73 50 55.5%

生物基礎 23.9 50 47.8%

地学基礎 35.47 50 70.9%

物 理 60.72 100 60.7%

化 学 47.63 100 47.6%

生 物 48.81 100 48.8%

地 学 52.72 100 52.7%

英語(リーディング) 61.8 100 61.8% 60.6

英語(リスニング) 59.45 100 59.5%

得点率平均 56.7%

2023共通テスト 平均点 配点 平均得点率 教科平均

国 語 105.74 200 52.9% 52.9

世界史Ｂ 58.43 100 58.4% 58.4 

日本史Ｂ 59.75 100 59.8%

地理Ｂ 60.46 100 60.5%

現代社会 59.46 100 59.5%

倫理 59.03 100 59.0%

政治・経済 50.96 100 51.0%

倫理，政治・経済 60.59 100 60.6%

数学Ⅰ・数学Ａ 55.65 100 55.7% 58.6

数学Ⅱ・数学Ｂ 61.48 100 61.5%

物理基礎 28.19 50 56.4% 55.2

化学基礎 29.42 50 58.8%

生物基礎 24.66 50 49.3%

地学基礎 35.03 50 70.1%

物 理 63.39 100 63.4%

化 学 48.56 100 48.6%

生 物 39.74 100 39.7%

地 学 49.88 100 49.9%

英語(リーディング) 53.82 100 53.8% 58.1

英語(リスニング) 62.35 100 62.4%

得点率平均 56.9%

58.7% 59.2% 58.8% 58.2% 60.2% 57.9% 62.0% 56.7% 56.9%
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平均得点率および各教科平均得点率の推移

平均得点率（％） 国語 数学 英語 理科 地歴公民

下降傾向

□ 「易しい」と言われた2021共通テストの難易度を見ると…
・地歴公民（平均点得点率63.5%）と理科（平均得点率63.2％）が平均点
を押し上げており、基幹３教科の平均得点率は（350/600＝）58.3％でした。

□ 各教科の平均得点率の変動を見ると…
・ここ３年で見たときに、2022年に大幅に難化した数学と、易化した英語を除
き、国語・理科・地歴公民で平均得点率の下降傾向（難化傾向）がみられます。

・地歴公民は2015年以降、平均得点率60％前後で安定しつつ、共通テスト
では下降傾向がみられます。

・国語、数学、英語、理科は、2015年以降、振れ幅が比較的大きいです。
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２０２3大学入学共通テスト

概 況難易度の推移 － 2015センター試験～2023共通テスト －

【考 察】

１） センター試験では、「難易度」に関しては入学者選抜の機能として弁別性（識別性）と平均点

がテスト評価の中心で、「問題の質」に関してはいわゆる〝良問〟といわれる漠然とした指標で、

「出題形式」に関しては〝工夫〟と表現される程度のものでした。

２） これに対して、共通テストでは、「難易度」に関してはセンター試験と同様ですが、「問題の質」

や「出題形式」においては、センター試験にはなかった、次のような特徴や役割をもつことになり

ました。

① 問いたい力（求める資質・能力）を明確にした出題

② 知識の理解の質や、思考力・判断力・表現力を発揮して解く問題を重視。また、各教科・

科目で育成すべき資質・能力を重視した出題

③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のメッセージも重視

さらに、①～③については、教育改革の一環である高大接続改革としてのものであり、現行課

程で行われる2021～2024共通テストにもかかわらず、新学習指導要領を踏まえたものである

という複雑さがあります。

３） 以上から、共通テストでは、「難易度」だけでなく、「問題の質」や「出題形式」といった管理す

べき要素が増えたため、センター試験にくらべて難易度の管理が容易ではなくなり、共通テスト

のここ３年における難易の不安定さにつながったと推察します。
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問題作成方針

第１問題作成の基本的な考え方

令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）

大学入試センター試験および共通テストにおける問題評価・改善の蓄積を生かしつつ、共通テストで

問いたい力を明確にした問題作成

これまで評価・改善を重ねてきた良問の蓄積を受け継ぎつつ、高等学校教育を通じて大学教育の入口段階までにどのよう

な力を身に付けていることを求めるのかをより明確にしながら問題を作成する。

高等学校教育の成果として身に付けた、大学教育の基礎力となる知識・技能や思考力、判断力、表現

力等を問う問題作成

平成21年告示高等学校学習指導要領（以下「高等学校学習指導要領」という。）において育成することを目指す資質・能
力を踏まえ、知識の理解の質を問う問題や、思考力、判断力、表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視する。

また、問題作成のねらいとして問いたい力が、高等学校教育の指導のねらいとする力や大学教育の入口段階で共通に求め

られる力を踏まえたものとなるよう、出題教科・科目において問いたい思考力、判断力、表現力等を明確にした上で問題を
作成する。

「どのように学ぶか」を踏まえた問題の場面設定

高等学校における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のメッセージ性も考慮し、授業において生徒が

学習する場面や、社会生活や日常生活の中から課題を発見し解決方法を構想する場面、資料やデータ等を基に考察する
場面など、学習の過程を意識した問題の場面設定を重視する。

問題の中では、教科書等で扱われていない初見の資料等が扱われることもありますが、問われているのはあくまで、高校等における
通常の授業を通じて身に付けた知識の理解や思考力等です。初見の資料等は、新たな場面でもそれらの力が発揮できるかどうかを
問うための題材として用いるものであり、そうした資料等の内容自体が知識として問われるわけではないことに留意してください。

（「大学入学共通テスト」における問題作成の方向性等（2018年6月18日、大学入試センター））
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問題作成方針

第２ 出題教科・科目の出題方法、問題作成のねらい、範囲・内容等

令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）

○ 出題教科・科目の出題方法等

令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストにおける出題教科・科目等については「令和５年度大学入学者選

抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等」のとおり。

○ 問題作成のねらい、範囲・内容

「第１」に示す問題作成の基本的な考え方を踏まえつつ、高等学校学習指導要領に準拠するとともに、高等学校学習指導

要領解説および高等学校で使用されている教科書を基礎とし、特定の事項や分野に偏りが生じないように留意する。

なお、高等学校における通常の授業を通じて身に付けた知識の理解や思考力等を新たな場面でも発揮できるかを問うた

め、教科書等で扱われていない資料等も扱う場合がある。

○ 問題の分量・程度

問題の分量は、試験時間に応じた適切なものとなるように配慮する。

出題教科・科目に選択科目、選択問題がある場合は、選択科目間および科目内選択問題間の平均得点率に著しい差が生

じないように配慮する。

○ 出題形式

多肢選択式または数値や記号等で解答する形式により出題する。いわゆる連動型の問題（連続する複数の問いにおいて、

前問の答えとその後の問いの答えを組み合わせて解答させ、正答となる組合せが複数ある形式）を前述の問題作成のねら

い、範囲・内容等を踏まえて、出題する場合がある。

○ 問題作成における配慮事項

障害等のある入学志願者への合理的配慮を踏まえ、情報の読み取りや解答の過程で想定される様々な困難さを考慮した

上で、問題作成における問いかけの在り方や資料の提示の仕方、レイアウトの工夫等について配慮する。
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問題作成方針

出題教科・科目の問題作成の方針

【国語】
言語を手掛かりとしながら、文章から得られた情報を多面的・多角的な視点から解釈したり、目的や場面等に応じて文章を書い
たりする力などを求める。近代以降の文章（論理的な文章、文学的な文章、実用的な文章）、古典（古文、漢文）といった題材を
対象とし、言語活動の過程を重視する。問題の作成に当たっては、大問ごとに一つの題材で問題を作成するだけでなく、異なる種
類や分野の文章などを組み合わせた、複数の題材による問題を含めて検討する。

【数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学 A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学 B）】

数学的な問題解決の過程を重視する。事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだすこと、構想・見通しを立てること、目的
に応じて数・式、図、表、グラフなどを活用し、一定の手順に従って数学的に処理すること、および解決過程を振り返り、得られた結
果を意味付けたり、活用したりすることなどを求める。また、問題の作成に当たっては、日常の事象や、数学のよさを実感できる題
材、教科書等では扱われていない数学の定理等を既知の知識等を活用しながら導くことのできるような題材等を含めて検討す
る。

【理科 物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎】
日常生活や社会との関連を考慮し、科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則などの理解と、それらを活用して科
学的に探究を進める過程についての理解などを重視する。問題の作成に当たっては、身近な課題等について科学的に探究する
問題や、得られたデータを整理する過程などにおいて数学的な手法を用いる問題などを含めて検討する。

【理科 物理、化学、生物、地学】
科学の基本的な概念や原理・法則に関する深い理解を基に、基礎を付した科目との関連を考慮しながら、自然の事物・現象の
中から本質的な情報を見いだしたり、課題の解決に向けて主体的に考察・推論したりするなど、科学的に探究する過程を重視す
る。問題の作成に当たっては、受験者にとって既知ではないものも含めた資料等に示された事物・現象を分析的・総合的に考察
する力を問う問題や、観察・実験・調査の結果などを数学的な手法を活用して分析し解釈する力を問う問題などとともに、科学的
な事物・現象に係る基本的な概念や原理・法則などの理解を問う問題を含めて検討する。
なお、大学入試センター試験で出題されてきた理科の選択問題については、設定しないこととする。

令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）
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問題作成方針

出題教科・科目の問題作成の方針
令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）

【英語】
○ 高等学校学習指導要領では、外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、実際のコミュニケーションにおい
て、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにすることを目標としていることを踏まえて、４技能の
うち「読むこと」「聞くこと」の中でこれらの知識が活用できるかを評価する。したがって、発音、アクセント、語句整序などを単独で
問う問題は作成しないこととする。
○ 「リーディング」「リスニング」ともに、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）を参考に、各CEFR レベルにふさわしいテクスト作
成と設問設定を行うことで、A1 から B1 レベルに相当する問題を作成する。また、実際のコミュニケーションを想定した明確な目
的や場面、状況の設定を重視する。
○ 「リーディング」については、様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報を読み取る力等を問うことをねら
いとする。表記については、現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて、場面設定によってイギリス英語を使用するこ
ともある。
○ 「リスニング」については、生徒の身近な暮らしや社会での暮らしに関わる内容について、概要や要点を把握する力や必要と
する情報を聞き取る力等を問うことをねらいとする。音声については、多様な話者による現代の標準的な英語を使用する。
読み上げ回数については、英語の試行調査の結果や資格・検定試験におけるリスニング試験の一般的な在り方を踏まえ、問題
の数の充実を図ることによりテストの信頼性が更に向上することを目的として、1回読みを含める。十分な読み上げ時間を確保し、
重要な情報は形を変えて複数回言及するなど、自然なコミュニケーションに近い英語の問題を含めて検討する。すべての問題を
1回読みにする可能性についても今後検証しつつ、当面は１回読みと 2 回読みの両方の問題を含む構成で実施することとする。
○ グローバル人材の育成を目指した英語教育改革の方向性の中で高等学校学習指導要領に示す４技能のバランスの良い育
成が求められていることを踏まえ、「リーディング」と「リスニング」の配点を均等とする。ただし、各大学の入学者選抜において、具
体的にどの技能にどの程度の比重を置くかについては、４技能を総合的に評価するよう努めるという「大学入学共通テスト実施
方針」（平成 29 年７月）を踏まえた各大学の判断となる。
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問題作成方針

【地理（地理 A、地理 B）】
地理に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。地理的な見方や考え方を働かせて、地理に関わる事象の意味
や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり、地理的な諸課題の解決に向けて構想したりする力を求める。問題の
作成に当たっては、思考の過程に重きを置きながら、地域を様々なスケールから捉える問題や、地理的な諸事象に対して知識を
基に推論したり、資料を基に検証したりする問題、系統地理と地誌の両分野を関連付けた問題などを含めて検討する。

【歴史（世界史 A、世界史 B、日本史 A、日本史 B）】
歴史に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。用語などを含めた個別の事実等に関する知識のみならず、歴
史的事象の意味や意義、特色や相互の関連等について、総合的に考察する力を求める。問題の作成に当たっては、事象に関す
る深い理解に基づいて、例えば、教科書等で扱われていない初見の資料であっても、そこから得られる情報と授業で学んだ知識
を関連付ける問題、仮説を立て、資料に基づいて根拠を示したり、検証したりする問題や、歴史の展開を考察したり、時代や地域
を超えて特定のテーマについて考察したりする問題などを含めて検討する。

【現代社会】
現代社会の課題や人間としての在り方生き方等について多面的・多角的に考察する過程を重視する。文章や資料を的確に読み
解きながら基礎的・基本的な概念や理論、考え方等を活用して考察する力を求める。問題の作成に当たっては、図や表など、多
様な資料を用いて、データに基づいて考察し判断する問題などを含めて検討する。

【倫理】
人間としての在り方生き方に関わる倫理的諸課題について多面的・多角的に考察する過程を重視する。文章や資料を読み解き
ながら、先哲の基本的な考え方等を手掛かりとして考察する力を求める。問題の作成に当たっては、倫理的諸課題について、倫
理的な見方や考え方を働かせて、思考したり、批判的に吟味したりする問題や、原典資料等、多様な資料を手掛かりとして様々な
立場から考察する問題などを含めて検討する。

【政治・経済】
現代における政治、経済、国際関係等について多面的・多角的に考察する過程を重視する。現代における政治、経済、国際関係

等の客観的な理解を基礎として、文章や資料を的確に読み解きながら、政治や経済の基本的な概念や理論等を活用して考察す

る力を求める。問題の作成に当たっては、各種統計など、多様な資料を用いて、様々な立場から考察する問題などを含めて検討

する。

出題教科・科目の問題作成の方針
令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法等及び問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）
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出題の概要

数学１・A

大幅に難化した昨年より易化しましたが、昨年同様、日常事象や探究場面を題材にして、前問や構想の意図を
理解して解き進める問題が多く、考察の意図を読み取れるかどうかで差がつく問題が出されました。
また、例年出題されていた「集合と命題」は出題されず、場合の数と確率は「場合の数」のみの出題でした。
第2問〔2〕 ２次関数では、バスケットボールの２つの軌道を比較する問題で、長文を読解する力が問われました。
また、第3問 場合の数と確率と第5問 図形の性質では、「構想」をもとにして考察する問題が出されました。

数学Ⅱ・B

どの問題も導入部分の設問は取り組みやすく、大幅に難化した昨年より易化しました。数学Ⅰ・A同様、日常事象
を題材にして考察する問題や、誘導の意図を理解して解き進める問題が多く出されました。
日常事象について考察する問題は、第2問〔2〕 微分法・積分法でソメイヨシノの開花予想日、第3問 確率分布と
統計的な推測ではピーマンの分類、第4問 数列では預金の複利計算が題材として出題されました。

国 語

昨年までと同様、全４大問構成で出題されました。全大問で複数のテクストが提示され、全体の文章量はやや増
加しました。第２問の文学的な文章では、本文と同時代に作成された広告を踏まえて本文の表現を考察する出題
が、第４問では官吏登用試験の【予想問題】と【模擬答案】を用いた出題がありました。複数の生徒による話し合
いの場面や、本文の内容と資料を踏まえて【文章】を書く場面など、言語活動の過程を重視した出題も引き続き
みられました。

【国語】 全大問で複数のテクストを比較・関連づける思考力を問う出題がみられ、応用的・発展的な思考力がより求められました。

【数学】 数学Ⅰ･A 、数学Ⅱ･Bともに、昨年に引き続き、日常事象を題材にした問題や、振り返って得られた結果を活用する問題が
多く出されました。また、数学Ⅰ･A、Ⅱ･Bともに各問題の導入部分は取り組みやすいものが多く、昨年より易化しました。

英 語
（リーディング）

昨年同様、全６大問で読解問題が出されました。素材の語数は昨年とほぼ同じ（約4,500語）でしたが、解答
数が１つ増え、48個から49個になりました。日常的な文章から説明文まで、様々な英文が出題され、概要や要点
を把握する力や必要な情報を読み取る力などが問われました。チラシやブログから情報収集する場面や、プレゼ
ンテーション資料を作成する場面が与えられ、知識や技能を実際の場面で活用する力が求められました。

英 語
（リスニング）

昨年同様、６大問構成で出題され、概要や要点を把握する力や必要な情報を聞き取る力などが問われました。
授業でワークシートを完成する場面や、4人から説明を聞く場面が与えられました。第6問では、４人の会話を聞き
取る問題が出され、必要な情報を注意深く聞き取る必要がありました。また、音声は第1問・第2問は「2回読み」、
第3問～第6問は「１回読み」でした。音声速度は平均で約140語／分と、昨年とほぼ同じ速度でした。イギリス
英語の話者や英語を母語としない話者が含まれている点も、昨年同様でした。

【英語】 リーディング、リスニングともに、昨年から出題形式に大きな変更はありませんでした。様々な場面を題材にして、実用的な英
語力が問われました。

2023共通テスト（本試験）出題の概要
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出題の概要

2023共通テスト（本試験）出題の概要

物理基礎
３大問構成で、全体的にオーソドックスなタイプの設問が多くみられました。その中で、運動エネルギーの大小関
係を、計算を用いずに定性的に考えさせる問題が特徴的でした。日常生活や社会との関連を扱った第３問は、風
力発電についての探究活動を題材として、発電と送電のしくみを考えさせる内容でした。

化学基礎
昨年と同様、２大問構成で出題され、第１問では化学基礎のすべての分野から幅広く扱われました。第２問では、
化学基礎で扱われない分析手法（モール法）が題材に扱われ、実験内容の正確な理解と、関連する知識事項の
活用が求められました。また、各大問で計算問題が複数みられ、正しく立式し、計算する力が求められました。

生物基礎

３大問構成で生物基礎の各分野からまんべんなく出題されました。教科書で扱われる基本的な内容を、扱う図の
見せ方を変えたり、人工衛星でとらえた地表の反射光のデータのような、関連した素材を扱ったりして出題しており、
知識事項の正確な理解と、見慣れない図への対応力が求められました。また、実験結果の考察や仮説をもとに実
験結果を予測する問題も、引き続き出されています。

地学基礎
昨年と同様、４大問構成で出題され、地学基礎に関する知識・理解が幅広く問われました。図式化された情報の
誤りを正す問いのように、知識の体系的な理解のほか、計算力や、与えられた資料の内容を理解することが求め
られました。第４問では、日常生活や社会と関連した出題として、自然の恵みが題材に扱われました。

物 理

実験考察問題を中心とした４大問構成で出題されました。第２問は、空気中での落下運動における抵抗力の大き
さと物体の速さの関係を導くプロセスを追体験させる内容で、データを処理する力や、結果を検証する力、得られ
た実験データから物理量の関係を見出す力が求められました。また、過去２年続けてみられた、大問または中問単
位での「原子」分野の出題はありませんでした。

化 学
化学の各分野について、基本的な知識・理解をみる問題から、分野に関連する見慣れない実験を扱った考察問題
まで、幅広く出題されました。正確な計算力を要する問題や、方眼紙にグラフを描いて解答する問題が出されるな
ど、問題文を読み解いて解答の方針を的確に立てる力が、引き続き求められました。

生 物
生物の各分野から幅広く、分野を横断した形式で出題されました。また、すべての大問を通して実験データが扱わ
れ、結果に対する考察・推論のほか、仮説が正しいことを証明するための手法なども問われました。問題の解答に
は、与えられた情報を問題文から的確に読み取り、素早く正確に選択肢を判断する力が求められました。

【理科①】 基本的な知識の理解に加えて、受験生にとって初見の図・グラフを読み解くなど、思考力・判断力・表現力を要する出題で
した。

【理科②】 実験や仮説の検証をとおして、知識の理解や、思考力・判断力・表現力を重視した出題でした。
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２０２3大学入学共通テスト

出題の概要

【地理・歴史】 全体的に複数の資料を扱う問題が多く出され、多⾯的・多⾓的に考察する力が問われました。昨年に比べて、日本史B
は易化、世界史Bは難化しました。

日本史Ｂ
昨年に引き続き、多くの文章資料に加え、年表・地図のほか、旅行の行程表などのさまざまな資料が用いられ、
題意や資料趣旨の把握に負担を要する問題がみられました。大問のまとめとなる問題や複数の資料を関連付け
て考察する問題など、資料やリード文の情報をもとに考える力が求められました。

世界史B
文献資料や統計などの資料を用いながら、授業を想定した展開のパートが目立ち、昨年と比べ、会話文や資料の
分量が増加しました。「推測」の根拠を歴史上の出来事に基づいて考察する問題や、資料の性質を踏まえて考察
する問題なども出され、これまで以上に学習した知識をもとに資料を読解し、吟味・検討する力が求められました。

地理B

出題されたすべての設問が何らかの資料をもとに判断する設問でした。昨年同様、地図と文章、地図と統計資料
と文章など、複数の資料を組み合わせる出題が多く、解答形式も、組合せを選ぶ形式が約6割でした。問われて
いる知識は標準的でしたが、知識をもとに資料の着眼点を正しく見つけて、正しいプロセスで解答を導くという
地理的思考力が確実に身に付いていることが求められました。

現代社会

全大問で高校生の学習場面が題材として取り上げられ、多様な資料を使って思考力が問われました。国際経済
分野からの出題が増え、全分野を丁寧に学習しておくことが求められました。また、宗教的な慣習の異文化対立、
医療資源の格差問題、街中の防犯カメラの是非、子どもの貧困など現代社会らしい事項も問われ、日ごろから
ニュースなどに関心を持っておくことが重要でした。

倫 理

昨年に引き続き、高校生の学習場面を題材とした会話文などで構成され、さまざまな資料が用いられました。正
確な知識や思考力、判断力が求められ、知識を踏まえて原典資料を読解し論理的思考力を問う問題や、思想家
の考え方や資料の内容を具体例に当てはめて考察する問題が出されました。また、生徒同士の会話中の空欄に
当てはまる記述を選ぶ問題もみられ、会話の流れからそれぞれの生徒の立場を整理し、主張の趣旨を読み取る
力も求められました。

政治・経済

基礎的事項の深い理解が求められ、用語の意味の理解だけではなく、学習事項を具体的な事象に当てはめたう
えで考察する力を求める問題などが出されました。経常収支の内容の知識をもとに資料を読み解いたり、日本の
国際収支の変化に関する知識を問うたりする出題がありました。また、日本国債の保有者の構成比について変化
の理由を考察する問題が出されました。

【公民】 高校生の探究の過程を意識した出題がみられました。全体的に資料を扱う問題が多く出され、学習事項を具体的な事例で考
察する力が求められました。倫理と政治・経済が難化したことで、「倫理，政治・経済」の平均点が大きく下がりました。

2023共通テスト（本試験）出題の概要
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

ここからは、

2023共通テストで見られた各教科の

「出題の特徴」と「対策指導」のご提案、

「2024共通テスト対策【実力養成】重要問題演習」

「進研WINSTEP」をご紹介いたします。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問６国 語

複数のテクストを踏まえた設問

2023年度大学入学共通テスト
「国語」
受験者数： 445,205人
平均点： 105.74点
標準偏差： 34.10

出 題 の 特 徴

第１問はル・コルビュジエの建築物についての２つの文
章が出題されました。問６では２つの文章について生徒
が話し合っている場面設定で、【文章Ⅰ】【文章Ⅱ】の
内容把握が問われました。各選択肢で【文章Ⅰ】【文
章Ⅱ】それぞれの内容に触れており、各文章の内容を
的確にとらえて解答することが求められました。

指導の ご提案

複数のテクストを用いた出題は今後も続くことが見込
まれます。出題内容としてはそれぞれの文章の内容把
握や共通点の把握など、さまざまな出題が考えられま
すが、限られた時間の中で解答できるように、それぞ
れの文章の趣旨をすばやくとらえることが大切です。

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。



15
大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介 … 「202４共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 現代文」

複数のテクストを踏まえた設問

４大澤真幸【文章Ⅰ】『社会は絶えず夢を見ている』
【文章Ⅱ】「不可能なことだけが危機をこえる」

解答の根拠がわかる解答解説で解き方と手順を習得し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

解答解説

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 国語」（2023年6月発刊）

定価980円（税込み）
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

© Learn-S© Learn-S

第３問⑸ コ、サシス、⑹ セソタチ数学I・A

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

2023年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： ３４６,５０９人
平均点： ５５．６５点
標準偏差： １９．６２

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

コ：2 サシス：260 セソタチ：1020

（途中省略）

⑸で構想を理解し

て，⑹に活用する

前設問の結果

を活用する



17
大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

数学I・A

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

第3問は、何本かのひもでつながれた複数の球を条件を満たすように塗り分ける
方法について考察する「場合の数」の問題でした。問題文で示された求め方の構
想をつかみ、さらにその構想を次の設問に活用する力が問われました。
球のひものつながれ方が異なっていても、条件の意味を考えることで、異なる図に
おける塗り分け方が同じであることに気付けるかどうか、またそのことから塗り分け
方の総数を求める構想を理解できるかどうかがポイントになっています。

共通テストでは、得られた結果や考え方の構想を他の設問に活用する力が求めら
れます。この問題において、見かけは異なる図でも塗り分け方の総数が同じになる
ことを考察したように、他の問題を解く際でも同様に、考察した過程や結果の意味
を深く理解することが大切になってきます。
考察過程や得られた結果を他の事象に活用する力を養成するためには、日々の
演習や探究授業を通して、より簡単な条件に置き換えて考えられないか、異なる
事象において共通点はないか、他の設問との関連はないかなどを意識しておき
たいです。

第３問⑸ コ、サシス、⑹ セソタチ
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

教材のご紹介… 「202４共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 数学」

第38問

別冊付録
「公式・解法集」

定価980円（税込み）

「公式・解法集」を活用しながら定理・公式の理解の質を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅰ・Ａ」（2023年6月発刊）

「問題演習編」の問題には、別冊「公式・解法集」の関連する項目番号を示していま

す。「公式・解法集」で公式の意味を理解したり、深めたりしながら演習することができ

ます。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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数学I・A

知識の理解の質を問う設問

ナ：6

2023年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： ３４６,５０９人
平均点： ５５．６５点
標準偏差： １９．６２

第１問〔２〕⑵ ナ

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

教科書で学習した基礎知識

を、条件に合わせて活用する
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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知識の理解の質を問う設問

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第１問〔２〕⑵ ナ数学I・A

第1問〔2〕は、⑴が円周上に頂点をもつ△ABCの面積の最大値を求める問題で、⑵
は、平面での考察を空間に発展させて、球面上に頂点をもつ三角錐TPQRの体積の
最大値を求める問題でした。
平面と空間の条件が対応しているので、⑵は⑴と同様に考えていくことができます。
「三角形の面積が最大になるとき、頂点から底辺に引いた垂線は外接円の中心を
通る」ことと同様に考えて、「三角錐の体積が最大になるとき、頂点から底面に引い
た垂線は外接球の中心を通る」ことを押さえられるかどうかがポイントでした。

体積が最大になるとき点Tから平面PQRに引いた垂線は球の中心を通ることから、
垂線と平面との交点は△PQRの外接円の中心になりますが、このような基礎事項は、
正四面体の体積などで学習済みです。
日頃の演習において、特別な条件で導かれたことが他の場合でも成り立つことなの
かどうか、結論を導くために十分な条件は何か等、基本解法の理解を深めて活用力
を高めておくことが大切です。



21
大学入学共通テスト
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教材のご紹介… 「共通テスト対策【実力養成】数学Ⅰ･A･Ⅱ･B 基礎徹底演習」

知識の理解の質を問う設問

定価980円（税込み）

第2４問 解答解説

条件と合わせて活用でき

る知識として理解を深める
別冊付録

「公式・解法集」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅰ・Ａ」（2023年6月発刊）

「公式・解法集」を活用しながら定理・公式の理解の質を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

この問題で押さえるべき解法の

ポイントがどこかがわかる
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第１問〔１〕⑶ ク，ケ数学Ⅱ・Ｂ

教科書の本文で扱われていない解法を理解して誘導に乗る設問

2023年度大学入学共通テスト
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： ３１６,6１９人
平均点： ６１．４８点
標準偏差： ２０．１８ク、ケ：ａ、７

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

三角関数の和・差で表された式を

積の形に変形する方法は、数学

Ⅱの教科書の本文で扱われてい

ないが、解法を理解して誘導に乗

る必要がある。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第１問〔１〕⑶ ク，ケ数学Ⅱ・Ｂ

教科書の本文で扱われていない解法を理解して誘導に乗る設問

第1問〔1〕は、２倍角の公式、加法定理などを利用して、三角関数の不等式を解く
問題でした。式を積の形に変形することで符号を判定するという不等式を解くとき
の基本を押さえているかどうかが問われました。
加法定理を利用して和・差を積の形に変形する方法（和・差→積の公式を導く過
程）は数学Ⅱの教科書の本文で扱われていないので、⑶では問題の誘導に従っ
て解き進めることができるかどうかがポイントでした。

共通テストでは、問題文から解法の構想を読み取って、その方針に従って考えてい
くことが求められます。誘導に乗れるかどうかで、解答時間や計算量に大きな差が
生じるので、設問の展開構成を理解したり、誘導の意味を理解しながら解き進め
ることが大切になります。
教科書で扱われていない解法なども扱われるので、日々の問題演習において、解
ければ終わりではなく、他者の考えた解法を理解したり別解について考察したりす
ることで、柔軟に考えられる力を積み上げていきたいです。
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教材のご紹介… 「202４共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 数学」

教科書の本文で扱われていない解法を理解して誘導に乗る設問 第78問

解答解説

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅱ・Ｂ」（2023年6月発刊）

「公式・解法集」を活用しながら定理・公式の理解の質を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価980円（税込み）

別冊付録
「公式・解法集」

問題の誘導に合わせ

て解法を押さえられる
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第４問⑴ ア、イ、ウ数学Ⅱ・Ｂ

長文から条件を素早く読み取り、成り立つ関係を立式する設問

ア：2 イ、ウ：0、3

2023年度大学入学共通テスト
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： ３１６,6１９人
平均点： ６１．４８点
標準偏差： ２０．１８

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

条件から具体的に考えて、さらにそ

れを一般化する。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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長文から条件を素早く読み取り、成り立つ関係を立式する設問

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第４問⑴ ア、イ、ウ数学Ⅱ・Ｂ

第4問は、年利１％である預金口座に毎年一定額を入金したときのn年目の初めの
預金を考察する問題でした。
⑴では、n年目の初めの預金とn+1年目の初めの預金の関係に着目して、漸化式を
立式することが求められました。具体例と参考図の預金の推移から、規則性を一般
化できるかどうかがポイントでした。
問題の題材は現実の事象をモデル化したものであり、問題文から条件を素早く正確
に読み取ることに比重が置かれた問題でした。

共通テストでは、現実の事象における課題を数学を用いて考察する問題が出されま
す。この問題のように、問題文から条件を読み取り規則性を見いだして漸化式を立
式したり、変数の関係に着目して方程式や関数を立式するような問題で、条件を数
学的に表現する練習を積んでおくことが大切です。
また、日々の演習や探究学習の中で「具体例をもとに一般化する」という思考を実践
していくことで、初見の題材にも対応できるようになります。
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教材のご紹介… 「共通テスト対策【実力養成】数学Ⅰ･A、Ⅱ･B 30分演習［改訂版］」

長文から素早く条件を読み取り、成り立つ関係を立式する設問 第8回第3問

各定価680円（税込み）

解答解説

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅱ・Ｂ」（2023年6月発刊）

早い段階から共通テスト形式の演習で対応力を高め、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

わかりやすい解答に加え、

解法のカギは「POINT」

で深く理解



28
大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

© Learn-S

2023年度大学入学共通テスト
「英語（リーディング）」
受験者数： ４６３,８０５人
平均点： ５３．８２点
標準偏差： 20.９８

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

第5問 問3英語（リーディング）

英文中の出来事を時系列順に整理する力を問う出題

正解：②→④→⑤→③
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教材のご紹介

第5問は、「卓球を通じて学んだこと」についての英文を読んで、内容をプレゼン

テーション用のメモにまとめる問題でした。問３は、メモに記載されている内容を踏ま

えて、英文中の出来事を時系列順に整理する問題でした。５つの選択肢には、メモ

の表に当てはまらない選択肢が１つ含まれており、英文中に述べられている出来事

と、それがいつ起きたのかを押さえ、選択肢と照らし合せて出来事の順を確実に把

握することが求められました。

第5問の対策としては、英文から重要な情報を読み取る力だけではなく、文章全体

の内容を正確に読み取る力を養うことが必要です。プレゼンテーション用のメモに

記載されている内容に注目すると、英文の概要を押さえやすくなるでしょう。

今回取り上げた問３のような問題は、選択肢を先に読み、簡潔にメモを取り、頭に入

れてから本文を読み始め、本文に出てきたらマークをするという読み方をすると効

率的に取り組むことができます。

日頃から話の流れや展開を意識して問題に取り組むことがポイントです。

出 題 の 特 徴

ポ イ ン ト

第5問 問3

英文中の出来事を時系列順に整理する力を問う出題

英語（リーディング）
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別冊付録「Navigator＆Check」と合わせて出題形式別攻略法を習得し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

教材のご紹介… 「202４共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 英語（リーディング）」

問題・解答解説Navigator & Check

英文の読み方を解

説！ 問題の特徴と解き

方を解説！

本文を再掲載した

見やすい解説！

正解の根拠を明示！

①別冊付録で解き方を確認⇒問題に取り組む ②問題を解いてみて実力を確認⇒別冊付録でより効率的な解き方を確認⇒問題に再チャレンジ
といった様々な用途でご活用いただけます。

設問ごとに詳しく解説！

共通テストの全大問を徹底解説！ 全問オリジナルの問題・詳細解説

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 英語（リーディング）」（2023年6月発刊）

定価980円
（税込み）
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

第５問 問33英語（リスニング）

放送文

グループの発表を聞き，講義全体と図の情報を組み合わせて判断する問題

2023年度大学入学共通テスト
「英語（リスニング）」
受験者数： ４６１,８３２人
平均点： ６２．３５点
標準偏差： 1８.８２
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介

第５問の問33では、講義と発表の内容とグラフなどの図という複数の情報を総合し

て判断する力が問われています。第5問の音声は「講義」形式のやや骨のある内容

で、１回読みです。問33の選択肢は15～20語程度の英文ですので、瞬時に内容を

理解する読解力も必要です。

リスニング対策として聴解力を鍛え続けることが重要です。少しずつでも毎日、英語

の音声を聞いて、耳を鍛えることはもちろん、 リーディングを行う際にも、 文頭から

理解し意味解釈を瞬時に行うよう意識させることが大切です。リーディングでは、時

間があれば何度でも内容を読み返すことができるのに対して、 リスニングでは、 話

し手が話す速度で瞬時に内容を理解しなければならないからです。

第5問では、音声が始まる前の約60秒をどのように使うかが重要です。問27～問

32のワークシートと選択肢、問33のグラフと選択肢のキーワードを確認しておき、音

声が始まったら、必要な情報をメモに取りながら聞く演習が効果的です。 また、「数

字」の聞き取りもポイントとなります。

第５問の類題演習を通して、ワークシートを完成させるための情報を聞き取る、音

声と図を総合して判断する、といった一連の流れに慣れておくことが大切です。

出 題 の 特 徴

ポ イ ン ト

グループの発表を聞き，講義全体と図の情報を組み合わせて判断する問題

英語（リスニング） 第５問 問33
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問題・解答解説Navigator

問題の特徴と解き

方を解説！

①別冊付録で解き方を確認⇒問題に取り組む ②問題を解いてみて実力を確認⇒別冊付録でより効率的な解き方を確認⇒問題に再チャレンジ
といった様々な用途でご活用いただけます。

共通テストの全大問を徹底解説！ 全問オリジナルの問題・詳細解説

教材のご紹介… 「2024共通テスト対策【実力養成】重要問題演習 英語（リスニング）」

別冊付録「Navigator」と合わせて出題形式別攻略法を習得し、本格的な実戦演習へ

正解の根拠を明示！

問題と選

択肢を再

掲載した

見やすい

解説！

スマートフォン用
学習
アプリ Learn-S

Plusで
音声ご提供

設問ごとに詳しく解説！

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 英語（リスニング）」（2023年6月発刊）

定価980円
（CD2枚組込み、

税込み）
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第１問 問２物理基礎

与えられた現象をもとに、物理量の比について考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「物理基礎」
受験者数： １７,９６８人
平均点： ２８．１９点
標準偏差： ９．６４

第１問問2は、ばねの弾性力による位置エネルギーの比を
問う問題でした。
この問題を解くためには、与えられた現象からばね定数の
比を求めることで、弾性力による位置エネルギーの比を求
められると考察し、計算を行う必要がありました。

弾性力などの物理の知識が必要であることに加え、身につ
けた知識を問題に応じて活用できるよう、演習を行っておく
ことが大切です。また、本問の問題設定は、実際に実験を
行い確かめることも可能です。教科書等での学習、実験な
どの経験をもとに、解答までに複数のステップが必要な問
題や共通テストの形式の問題の演習を行うと、効果的に
力を身につけることができるのではないかと考えます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 物理基礎［改訂版］」

解答解説

出題のされ方や

解き方・考え方

を､具体的にわか

りやすく解説

Pointをわか

りやすく明示

定価520円（税込み）

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 物理基礎」（2023年6月発刊）

共通テストの出題の特徴と学習法を知り、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

力学的エネルギーの知識を適用する力をみる問題

～前略～

第1章 ユニット３ STEP3
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第１問 問９化学基礎

中和反応の量的関係をもとに立式させる問題

202３年度大学入学共通テスト
「化学基礎」
受験者数： ９５,４８2人
平均点： ２９．４２点
標準偏差： １０.５３

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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第１問 問９化学基礎

中和反応の量的関係をもとに立式させる問題

中和反応の量的関係をもとに、2価の強酸のモル濃度を求める問題でした。本問で
は、中和滴定の操作を読み進めながら必要な情報をピックアップするのですが、解答
では利用しない数値（水30mL）も与えられていました。単に量的関係に関する式を
覚えているだけでは見落としやすく、取捨選択の判断に必要な、中和反応の量的関
係についての本質的な理解が求められました。

出題の特徴

化学基礎の受験生は計算問題を苦手とする傾向がうかがえます。一方で、「酸・塩基
と中和」「酸化還元反応」の分野で化学反応の量的関係を扱う問題は頻出で、濃
度・物質量を計算によって導く力は必要な技能となります。数値を正しく計算するの
はもちろん、化学反応の量的関係を意識して問題に取り組む姿勢を低学年のうちか
ら定着させることが大切です。また、計算問題は演習経験で差がつきやすい部分で
すので、知識の確認・振り返りとあわせた基本的な計算問題から徐々に難度を上げ
て、最終的には共通テストの過去問題、およびその類題などに取り組むといった、段
階を踏んだ演習がご指導の一例として考えられます。

指導のご提案

教材のご紹介
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中和反応の量的関係を整理する問題

解答解説

ユニット３ STEP２

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 化学基礎［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学基礎」（2023年6月発刊）

共通テストで必要な知識・技能を習得し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価520円（税込み）

解答に必要な知識や

考え方をわかりやすく

解説
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第１問 B 問４生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「生物基礎」
受験者数： １１９,６９８人
平均点： 2４．６６点
標準偏差： １０．１４

～中略～

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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ある細胞における細胞周期の時期について、設問文から得られる情報と、細胞分裂に関

する知識を関連づけながら考察する問題でした。「細胞周期は、G1期→S期→G2期

→M期をくり返し、分裂はM期、DNAの複製はS期にそれぞれ行われる」という知識をふ

まえて、タンパク質X・Yに関する情報を整理する必要があり、生物基礎の知識にもとづい

て科学的に考察する力が問われました。

共通テストでは、教科書に記載されている知識を単純に問う問題はほとんどみられず、基

礎的な知識を活用して判断する問題が多くみられました。2年生のうちからの共通テスト

対策でまず大切なのは、このような問題を解く際の土台となる「活用できる知識」を習得

することです。演習問題を通じて教科書に掲載されている基礎的な知識や概念を確実に

定着させるとともに、学習した内容が曖昧になっていないか、教科書や資料集に立ち戻っ

て確認をする習慣をつけさせることが重要になります。さらに、断片的な知識の定着とな

らないよう、分野の内容を体系的に整理・理解させることも大切です。普段授業で学ん

だことを図や式などを用いて表現させることで、より整理された深い理解につながると

考えられます。また、見慣れない図表やグラフを用いた考察・推論問題において解答に必

要な知識を引き出せるよう、 本格的な実戦問題で、関連する知識を引き出す演習を行う

こともお勧めします。

指導 の ご 提 案

第１問 B 問４生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題

出 題 の 特 徴

教材のご紹介



41
大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

© Learn-S© Learn-S

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題 第２章 生物の体内環境の維持
STEP３問題16「免疫２（免疫と疾患）」

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 生物基礎［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物基礎」（2023年6月発刊）

共通テスト形式の問題で既習事項を復習し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価630円（税込み）

解答解説

Pointをわか

りやすく明示
解答に必要な知識や

考え方をわかりやすく

解説
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第４問 問３地学基礎

自然環境と災害に関する問題

2022年度大学入学共通テスト
「地学基礎」
受験者数： 43,054人
平均点： 35.03点
標準偏差： 10.48

人間の活動や自然現象に関する知識をもとに、災害などの
負の側面に加え、恵みとしての水に関する記述の正誤を考
察する問題でした。環境問題や災害は、教科書ではいろい
ろな章や節に分散していることがあり、各章や節において、
関心をもって学習することができているかがポイントとなり
ました。

2023年度共通テストでは、昨年の本試･追試に続き第４問
では自然環境と災害に関する出題がなされました。
自然災害の原因としては、地震、火山、風水害、豪雪などが
考えられ、対策としてハザードマップ、アラートシステムなど
が用意されています。探究活動などを通して、日ごろから災
害や環境問題に関して関心を持たせるとともに、問題演習
で実戦力をつけさせましょう。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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地球の環境変化，自然の恵み，災害に関する幅広い知識を定着

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 地学基礎［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 地学基礎」（2023年6月発刊）

・中問が増えて幅広いテーマからの出題
・難問は少なく基礎的事項で確実に得点
という共通テストの傾向に対応。

WINSTEPで既習事項を幅広く復習し、
３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

地球の環境 STEP１

定価520円（税込み）

基礎的事項を穴埋

め式問題で定着

環境変化や災害について、重

要なグラフを明示しつつ、解説

重要事項を，

トピックとして

掲載
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第１問 問３物 理

物体の運動のようすから複数の物理量について考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「物理」
受験者数： 14４,８６６人
平均点： ６３．３９点
標準偏差： ２２．７２

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

解答番号４：正答４
解答番号５：正答２
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第１問問３は、滑ってきたブロックが水平な氷の上のそりに移るときに、そりが固定さ
れている場合と、そりが固定されていない場合について、全体の運動量と力学的エ
ネルギーの保存を問う定性的な問題でした。
この問題を解くためには、ブロックとそりの物体系に外力ははたらいているかどうか
や、反発係数についてといった、複数の観点で考察を進めていき、選択肢を吟味す
る必要がありました。

運動量や力学的エネルギーなどの物理の知識が必要であることに加え、身につけ
た知識を問題に応じて活用できるよう、演習を行っておくことが大切です。また、これ
からのご指導では、日常の場面をモデル化し、その場面での物理現象について公
式や法則をもとに考察させたり、実験を行って確かめさせることが大切だと考えま
す。
また、丁寧な誘導がある問題だけではなく、与えられた情報をもとに自身で考察を
進めていく必要がある問題に取り組み、思考のきっかけをつかむ練習をする必要が
あると考えます。教科書等による学習、実験などの経験をもとに、複数の事柄が問
われている問題や共通テストの形式の問題の演習を行うと、効果的に力を身につ
けることができるのではないかと考えます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第１問 問３物 理

物体の運動のようすから複数の物理量について考察する問題

教材のご紹介
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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運動エネルギーと運動量について考える問題 解答解説

Pointをわか

りやすく明示

第1章 ユニット５ STEP3

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 物理［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 物理」（2023年6月発刊）

共通テストの出題の特徴と学習法を知り、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価930円（税込み）

出題のされ方や

解き方・考え方

を､具体的にわか

りやすく解説
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第1問 問4 解答番号4、5、7、8化 学

結晶の構造を、根底から理解しているかをみる問題

2023年度大学入学共通テスト
「化学」
受験者数： 182,168人
平均点： 48.56点
標準偏差： 19.82

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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硫化カルシウムCaSの結晶構造を題材とした問題で、以下の点がポイントに
なります。
① 「結晶の構造」の理解（知識・理解）
② 図と文章から必要な情報を読み取る力（技能・理解・判断）

まずCaSの結晶はNaClと同じタイプであると見抜くことが第一歩です。
③ ②で読み取った値を適切に処理する力（知識・技能・理解）

図から「大きい方のイオンどうしが接する」という条件と、断面図の状態を結
びつける判断力が求められています。

①、 ②については、従来の「知識・技能・理解」を身につける学習である程度
対応できますが、 ③については、単に図を眺めるだけでは足りません。従来の
学習に加えて、やさしいものから難しいものまでたくさんの図形問題を演習す
ることが効果的です。これによって結晶の構造を3次元でイメージし、また断面
図との関係づけ・計算処理を数多く経験することができます。共通テストの特
徴である図を用いた問題演習をステップを踏んで行うと、効果的に力を身に
つけることができると考えます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

化 学

結晶の構造を、根底から理解しているかをみる問題

教材のご紹介

第1問 問4 解答番号4、5、7、8 
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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結晶の構造を、根底から理解しているかをみる問題

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 化学［改訂版］」

Unit 5 解答解説

定価９００円（税込み）

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学」（2023年6月発刊）

共通テストの出題の特徴と学習法を知り、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

3STEP方式で、初

歩から無理なく共

通テストレベルまで

豊富な図解で、

「わからない」を

残さない！
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第２問 Ｂ 問３生 物

表のデータからわかることをもとに考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「生物」
受験者数： 5７,８７５人
平均点： ３９．７４点
標準偏差： １４．８０

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第２問Bでは、ヒトの嗅覚に関して、データを読み取り、考察する問題と計算問題が出さ
れました。
問３は、異なる嗅覚受容体を発現させた二つの培養細胞を用いて、ヒトの匂いの識別
のしくみを調べる実験の結果をもとに、嗅細胞に関する推論として適当でないものを選
択する問題でした。表１・表２のデータを適切に読み取り、読み取った情報を整理・統
合しながら、選択肢を一つひとつ吟味する力が問われました。

共通テストでは、教科書の知識・理解を問う問題だけでなく、初見の図表や資料を読み
取って考察させる問題も多く出題されています。まずは、授業の進度に合わせて、教科
書の知識・理解を着実に定着させていくことが重要であると考えます。加えて、習得し
た知識・理解を活用して問題を解く力や、初見の図表・データを読み解く力、資料や問
題文から解答に必要な情報を取り出したり、情報を整理・統合したりする力を身につ
けることも大切です。今回取り上げた問題は、選択肢を一つひとつ丁寧に見ていけば
解答はそれほど難しくなかったと思われますが、限られた試験時間の中で1問に割け
る時間は多くはないため、読解力・情報処理力を身につけておく必要があると考えます。
2年生のうちから、初見の資料を扱った問題や、複数の情報を処理する必要がある
問題の演習に取り組み、実践力を身につけておきたいところです。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第２問 Ｂ 問３生 物

表のデータからわかることをもとに考察する問題

教材のご紹介
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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表のデータからわかることをもとに考察する問題

解答解説

第２章 問題14

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 生物［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物」（2023年6月発刊）

模試や入試の過去問で既習事項を復習し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価930円（税込み）

考え方をわかりや

すく解説。

右段には、補足情

報を掲載。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第３問 問５日本史Ｂ

中世における経済の動きを模式的に示した問題

2023年度大学入学共通テスト
「日本史Ｂ」
受験者数： 136,993人
平均点： ５9.75点
標準偏差： 1７.14

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

第３問の問５は、中世における経済の動きを模式的に示した
図から、京都の市場や荘園、荘園領主などとの間で、どのよう
な財貨の動きがあったのかを考える問題でした。用語の意味
はもちろん、どこでその取引が行われていたかを判断する力
が求められました。

このような模式図の問題では、関係性や財貨の動きなどの仕
組みを理解しておくことで、出題形式が変わっても対応するこ
とができます。
本問では、前提として用語の内容が正しく理解できているこ
とが求められますので、まずは用語を正確に理解しておくこと
が重要です。そのうえで、「為替」や「代銭納」がどのように
運用されていたのかを図示し、財貨の動きを追いながら仕
組みを理解することが重要です。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 日本史B［三訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 日本史Ｂ」（2023年6月発刊）

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価930円（税込み）

鎌倉時代や室町時代の経済の仕組
みを理解するには、用語を確実に理
解するとともに、時代背景などと関
連づけて理解しておくことが重要で
す。問５では「為替」「代銭納」や中
国銭が輸入されていたことを理解し
ておくことで正答にたどり着くことが
できます。

中世における経済の動きを考察する問題
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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資料から読み取れる南北分裂時代の北方の状況から、そ
の後の中国に女性皇帝が出現した背景だと考えられる根
拠を推測する問題でした。まず問４で北方の女性が活発
な背景に「北魏を建国した鮮卑の風習」があることを会話
文や資料から想起し、その北方民族や北朝の風習が、そ
の後の統一王朝になぜ影響を与えたのかを推測する力
が求められました。

第１問 問４・５世界史Ｂ

歴史上の出来事が関連する根拠を推測する問題

2023年度大学入学共通テスト
「世界史Ｂ」
受験者数： 78，168人
平均点： 58.43点
標準偏差： ２0.30

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

本問では、設問の意図に沿って資料を読み取り、歴史上
の出来事の因果関係を想起することが求められました。
日頃から資料の読解問題に触れる機会を増やし、解答
に必要な情報を正確に収集する力、そして事象相互の
つながり着目し、関連づけて考察する力を身につけま
しょう。なお、正確な知識の把握が正解を導くための前
提となりますので、基本事項の定着にも取り組みましょう。

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

資料：顔之推『顔氏家訓』
（著作権の都合により非掲載）
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

© Learn-S© Learn-S

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 世界史B［三訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 世界史Ｂ」（2023年6月発刊）

定価980円（税込み）

中国史において、王朝の変遷やその
特徴、また相互の関連は、必ずおさ
えておきたい基本事項です。第1問
問５は根拠を推察する問題ですが、
その前提には、正確な知識が必要と
なります。WINSTEP世界史Bでは、
その前提となる知識を、図示により
視覚的に学習できます。

歴史上の出来事が関連する根拠を推測する問題

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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3か国の1995年と2019年の輸出額または移民の送出数の
関係を示した図から、国名と輸出額の図を選ぶ出題でした。
変化の顕著な2019年のオーストラリアの矢印の太さ・向き
に着目して、オーストラリアとインド・中国との関係を考えるこ
とができたかが、正解を導くカギとなりました。

第４問 問５地理Ｂ

統計にあらわれた特徴の背景を考察して判断する問題

2023年度大学入学共通テスト
「地理Ｂ」
受験者数： 138,972人
平均点： 60.46点
標準偏差： 14.32

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

共通テストで定番となったこの形式の出題は、今後も出され
ると考えられます。このような問題に対応するためには、まず
示されている国と凡例に着目して、図の特徴（数字の大き
い・小さい、その変化の時期など）を読み取る必要があり、
「資料の着眼点」と「正確な知識」をもとに考察する判断力
が求められています。授業の中で、教科書・資料集に掲載さ
れている資料をもとに、本文のどこが資料に示されているか
を考える学習を進めることで、資料読解の技能と考察力が身
についていきます。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 地理B［三訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 地理Ｂ」（2023年6月発刊）

定価930円（税込み）

統計にあらわれた特徴の背景を考察して判断する問題

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

右の2種類のグラフから、オースト
ラリアは、アジア系（中国・インド）
の移民が増加していることと、輸
出相手国では中国の増加が著し
いことを理解していれば、問５で
オーストラリアに2か国から矢印
が向かうＰは移民、オーストラリア
から輸出額の矢印が向かう「チ」
は中国と判断できます。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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第１問 問１現代社会

サービス貿易の形態を、具体的事例で考察する問題

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

2023年度大学入学共通テスト
「現代社会」
受験者数： 64,651人
平均点： 59.46点
標準偏差： 16.00

出題の特徴

条約で分類されているサービス貿易の四つの形態
について、その具体的な事例と関連づけて考察する
問題でした。四つのサービス貿易の形態の説明を
読み取り理解したうえで、それを高校生の研修先で
の行動という具体的な事例に置き換える力が求め
られました。

指導のご提案

抽象的な概念を、具体的な事例に置き換えたうえで
考察する力は、共通テストにおいて複数の問題で求
められました。学習した概念は具体的な事例では何
をさしているのか、逆にニュースなどで取り上げら
れている事象を抽象化させるとどの学習事項と関
連するのかといったことを考える習慣をつけておくと、
このような問題に対応することが可能です。学校で
の学習だけでなく、普段の生活で見聞きするニュー
スについても主体的に調べ、自分のなかで整理して
おくようにしましょう。

教材のご紹介
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教材のご紹介 … 「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 現代社会」

2024版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

解答解説

定価880円（税込み）

第２回 第１問 問１

誌面・収録回は2023版のものです。

重要な問題は、ステップを
ふんで解説しています

３つのSTEPで攻略！

STEP1１
設問文から何が問われ

ているかを理解しよう

STEP２

資料を読み取り、既存

の知識と関連づけよう

STEP３
選択肢を確認しよう

具体的な事例を、抽象化して考察する問題
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倫 理 第３問 問４

カントの思想をふまえて論理的に考察する問題

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

基本的な知識の理解と論理的な思考力が求められる問題
は、共通テストでも複数出題されました。
まずは、思想家や思想内容について、重要な語句や用語は
単に覚えるだけでなく、その意味内容を正確に理解しておく
ことが重要です。また、さまざまな思想家の共通点や相違点、
ほかの思想家や思想への影響や批判なども含めて理解を
深め、思想家の考えを体系的に把握しておくことで、より深
い理解につながります。
それに加えて、資料を使って、読解力や多面的・多角的に考
察する力などが求められるので、教科書や資料集で原典
にふれて読解力をつけることが大切です。

出 題 の 特 徴

カントの自由や目的の王国についての考え方の理解をもと
に、読書ノートの空欄に入る記述の組合せを選ぶ問題です。
「自ら立てた道徳法則に自発的に従うことが自由である」 、
「人格を手段としてのみではなく常に同時に目的として扱
う」、「目的の王国」といったカントの思想を理解しているこ
とで正答を導けました。
カントの基本的な思想を正確に理解しているか、またそれ
を論理的に思考できたかどうかが問われました。

2023年度大学入学共通テスト
「倫理」
受験者数： 19,871人
平均点： 59.03点
標準偏差： 15.53 教材のご紹介

指導のご提案
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教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 倫理［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 倫理」（2023年６月発刊）

カントが考える自由と、カントが理
想とした目的の国がどのようなも
のかを理解していれば、問４のa
にはカントの自由とは自らが立法
した道徳法則に自発的に従うも
のであること、ｂには人格を手段
としてのみではなく常に同時に目
的として扱うということが当てはま
ると判断できます。

定価980円（税込み）

カントの思想をふまえて論理的に考察する問題

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ
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第１問 問４政治・経済

知識と組み合わせて、資料から読み取れることを論理的に判断する問題

2023年度大学入学共通テスト
「政治・経済」
受験者数： 44,695人
平均点： ５0．96点
標準偏差： 15.30

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

第１問の問４では、日本の地球温暖化対策を題
材に展開された設問文と資料をもとに、空欄に当
てはまる文章や図を判断する、資料から読み取れ
ることを論理的に考える力が試されました。設問
文の内容から2019年の図が判別できるか、また、
日本の地球温暖化対策の基本的な知識が理解
できているかが問われました。

今回の共通テストでは文字資料、模式図、統計資
料など多くの資料が用いられ、知識を活用する力
などが求められました。この力をつけるには、用語
を覚えたその先として、目的や背景、対立する概
念、類似する概念などを考察する学習が必要で
はないでしょうか。正確な知識の習得に加えて知
識を活用する力を育むためには、共通テストにみ
られたような多様な資料を使い、感想を書かせる、
自分自身に置き換えて考察させるなど、生徒が
リアクションできるような授業の工夫が考えられ
ます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案
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定価980円（税込み）

現代の社会において、地球環境問題
は解決すべき大きな課題であり、共通
テストでも頻出の分野です。環境保
護の取り組みの流れや、関連する用
語を確実に押さえておくことは、共通
テストの問題を解くうえで重要です。

教材のご紹介 … 「進研WINSTEP 政治・経済［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 政治・経済」（2023年6月発刊）

知識と組み合わせて、資料から読み取れることを論理的に判断する問題

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ
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共通テスト対策教材の〝ズバピタ〟をご紹介
2023共通テストに「2023重要問題演習古典」と同じ題材が出題されました

〔出題意図〕 「重要問題演習」では、素材文のジャンルのバランスにも留意しており、歌論も収録しておきたいと考えて『俊頼髄脳』

を選定しました。また、『俊頼髄脳』は説話的な部分が多く、共通テストでみられる複数テクストの出題に適していたこともあります。

〔本書の活用で〕 共通テストでは文章の内容を概括する設問が出題されており、一度しっかり取り組んだ生徒には時間短縮になっ

たでしょう。また、「連歌」「掛詞」に関する知識も役立ったと思います。 〔2024共通テストに向けて〕 今回は連歌でしたが、和歌に

ついては引き続き留意しておきたいところです。「重要問題演習」でも多様な形式で和歌についての設問を収録しています。

2023共通テスト 国語「2023重要問題演習 古典」

題材『俊頼髄脳』がズバピタでした

第3問 「古文」 源俊頼『俊頼髄脳』／源俊頼『散木奇歌集』 （配点 50）

問題10 「歌論 『俊頼髄脳』」

解答・解説

【出典】 2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。
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共通テスト対策教材〝ズバピタ〟のご紹介
2023共通テストに「2023プレパック」と同じ題材の問題が出されました

〔出題意図〕 共通テストの数列では、日常の事象の課題を漸化式を利用して解決する出題が考えられたたため、漸化式を利用す

る題材の1つとして「複利計算」を取り上げました。 〔本書の活用で〕 「複利計算」の問題は条件の読み取りで時間を要するため、

一度取り組んだことで、試験本番では注意すべきポイントを素早く押さえらえれ、解答の見通しを立てるのに役立ったと思われます。

〔2024共通テストに向けて〕 日常の事象を題材にした問題文から条件を読み取る出題については、引き続き留意しておきたい

です。「プレパック」では、数学的な問題解決の過程を重視した、共通テストで求められる力を明確にした問題を収録しています。

2023共通テスト 数学Ⅱ・Ｂ 第４問「数列」（配点 20）「2023プレパック」 数学Ⅱ・Ｂ 第４問「数列」

題材の「複利計算」がズバピタでした

【出典】 2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。

年利１％である預金口座に毎年一定額を入金したときの ｎ 年目の初めの
預金を考察する問題。

年利２％である預金口座に毎年一定額を入金したときの ｎ 年目の初めの
預金を考察する問題。
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共通テスト対策教材（国・数・英）のご紹介
2024共通テストに向けたご指導をお手伝いいたします

本番形式の演習で実力を完成し、共通テスト対策の総仕上げができます！

分野別に基礎の定着をはかり、思考力・判断力・表現力の土台を養成！

定価1,060円（税込み） 定価1,060円（税込み）

数学Ⅱ・B国 語 英語（リーディング）

定価1,160円 （税込み）

CD別売 ２1０円（税込み）

80 minutes×7／40 minutes×14

定価1,060円（税込み）

英語（リスニング）

2024共通テスト対策【実力完成】直前演習シリーズ

2024共通テスト対策【実力養成】シリーズ

9月
発刊予定見本請求は4月から受け付けを

開始します。（プレパックを除く）

既刊

現代文／古典

定価980円（税込み）

数 学

定価980円（税込み）

英語（リーディング）

定価９30円
（CD別売 120円（税込み））

定価各980円（税込み）

数学Ⅰ・A ／数学Ⅱ・B  30分演習[改訂版]

定価各680円（税込み）

数学Ⅰ・A ・Ⅱ・B 基礎徹底演習

定価980円（税込み）

現古漢基礎問題集中演習

定価370円（税込み）

英語（リスニング）

定価１,１8０円（税込み）

プレパック

6月
発刊予定

改訂版

※バラ版は7月発刊予定です。

定価1,060円（税込み）

数学Ⅰ・A

改訂版

※ 「2024直前演習」「2024プレパック」の価格は従来版から改定しております。
※ 掲載の教材内容、価格（税込み）、発刊日は予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
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共通テスト対策教材（社会・理科）のご紹介
2024共通テストに向けたご指導をお手伝いいたします

共通テストの出題形式・内容で総仕上げを行い実力を完成させる！

習得した知識を活用するステップ構成で学習の礎を築き入試に勝つ！

2024共通テスト対策【実力完成】直前演習シリーズ

進研WINSTEPシリーズ

9月
発刊予定見本請求は4月から受け付けを

開始します。（プレパックを除く）

既刊

6月
発刊予定

日本史Ｂ［三訂版］

定価930円（税込み）

世界史Ｂ［三訂版］

定価980円（税込み）

地理Ｂ［三訂版］

定価930円（税込み）

倫理［改訂版］

定価980円（税込み）

政治・経済［改訂版］

定価980円（税込み）

物理［改訂版］

定価930円（税込み）

化学基礎［改訂版］

定価520円（税込み）

化学［改訂版］

定価900円（税込み）

生物基礎［改訂版］

定価630円（税込み）

生物［改訂版］

定価930円（税込み）

物理基礎［改訂版］

定価520円（税込み）

地学基礎［改訂版］

定価520円（税込み）

※バラ版は7月発刊予定です。

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

定価各960円（税込み）

日本史Ｂ／世界史Ｂ／地理Ｂ

定価各960円（税込み）
定価１,１8０円（税込み）

プレパック現代社会／倫理／政治・経済／

※倫理、政治・経済（7月発刊予定）

定価各960円（税込み）

物理／化学／生物

定価各960円（税込み）

※ 「2024直前演習」「2024プレパック」の価格は従来版から改定しております。
※ 掲載の教材内容、価格（税込み）、発刊日は予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
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受付時間/月～金 9:00～17:00（祝日、年末・年始を除く）本社： 〒700-0807 岡山市北区南方3-7-17
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